
 

唎酒師 eラーニングコース 課題 過去問題(出題例) 

 

※過去問題(出題例)は課題の傾向や難易度を示すために公表したものであり、実際に出題された問

題と異なることがあります。また、出題数はこれに準じません。(各試験の出題項目も増減する場合

がございます。) 

 

 

目次 

(１)食品・飲料の基礎知識と飲食のプロフェッショナルのスタンスについて .................................... 1 

(２)唎酒師に必要な能力／日本酒の基礎知識／サービス・セールスプロモーション ......................... 4 

(３)日本酒のテイスティング ..................................................................................................................... 6 

(４)日本酒のセールスプロモーション ...................................................................................................... 7 

 

 

 
 

 

 

 

 



1 

 

(１)食品・飲料の基礎知識と飲食のプロフェッショナルのスタンスについて 

 

【例題】「飲食のプロフェッショナル」に必要な心構えや能力に関する問題。次の各設問に答えなさい。 

 

「飲食業界とその従事者のモラルや意識の低下・欠落」に関して、以下の記述の㋐～㋒の空欄に当てはま

る最も適切な語句の組み合わせを解答群より1つ選びなさい。 

 

＊＊＊ 

飲食の提供・販売における（㋐）の不満足を調査したところ、飲食業界、あるいはその従事者に対する消

費者からの評価は、信用、信頼面では決して（㋑）とはいえないのが現状である。その理由は、「飲食業

界とその従事者の（㋒）の低下・欠落」が理由と考えられ、このことこそが飲食の提供・販売面における

問題点であると考えられる。 

 

A ㋐提供者 ㋑低い ㋒モラルや意識 

B ㋐提供者 ㋑低い ㋒モラルや意識 

C ㋐消費者 ㋑高い ㋒モラルや意識 

D ㋐提供者 ㋑低い ㋒提供技術 

 

 

【例題】酒類の基礎知識❶（商品特性を知る必要性と酒類の分類）に関する問題。次の各設問に答えな

さい。 

 

「商品特性を知る必要性」に関する以下の記述について、以下の記述の㋐～㋒の空欄に当てはまる最も

適切な語句の組み合わせを解答群より1つ選びなさい。 

 

＊＊＊ 

お酒を選択している消費者視点で見ると、種類が豊富ゆえに何を選んでよいのか分からず、また、（㋐）

も分からないのが現状である。消費者視点に立ったさまざまな提案を行う上で、重要な知識の1つが（㋑）

の違いである。酒類全体、さらには飲食全般の（㋑）を理解することは、個々の商品の魅力を明確に把握

し、（㋒）ができることにつながる。 

 

A ㋐飲み方 ㋑製造方法 ㋒的確な品質評価 

B ㋐価格差 ㋑商品特性 ㋒的確な提案 

C ㋐価格差 ㋑製造方法 ㋒的確な提案 

D ㋐飲み方 ㋑商品特性 ㋒的確な品質評価 
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【例題】「発酵食品の特徴」に関する以下の記述について、以下の記述の㋐～㋒の空欄に当てはまる最

も適切な語句の組み合わせを解答群より1つ選びなさい。 

 

＊＊＊ 

われわれの食生活に欠かせない発酵食品は、発酵によって増殖した微生物により（㋐）が抑制され、保

存性に優れる。もともと無味無臭に近い食材でも、発酵させることで独特の芳香や旨味が（㋑）。微生

物が生み出す酵素は、体内に入った食べ物の消化・吸収を促進する（㋒）食品となる。 

 

A ㋐腐敗菌 ㋑増す ㋒栄養価の高い 

B ㋐腐敗菌 ㋑減る ㋒栄養価の高い 

C ㋐麹菌 ㋑減る ㋒低カロリーな 

D ㋐麹菌 ㋑増す ㋒低カロリーな 

 

 

【例題】世界の食文化と飲食の効果に関する問題。次の各設問に答えなさい。 

 

「世界の食文化」に関する以下の記述について、以下の記述の㋐～㋒の空欄に当てはまる最も適切な語

句の組み合わせを解答群より1つ選びなさい。 

 

＊＊＊ 

イスラム教では許可された食べ物を（㋐）、禁止された食べ物を（㋑）と厳密に区分けされている。特

に注意が必要な（㋑）には、豚、アルコール、血液、宗などがある。また、（㋒）で一般に避ける食材

は、牛、豚などで右手は神聖な手、左手は不浄な手とされている。 

 

A ㋐ハラール ㋑ハラーム ㋒ヒンドゥー教 

B ㋐ハラール ㋐ハラーム ㋒ユダヤ教 

C ㋐ハラーム ㋑ハラール ㋒ヒンドゥー教 

D ㋐ハラーム ㋑ハラーム ㋒ユダヤ教" 

 

 

【例題】テイスティングに関する問題。 

「五感を活用したテイスティング」に関する以下の記述について、適切なものを解答群より1つ

選びなさい。 

 

A 旨味を多く含む酒類の代表がビールであり、ワインの約2～3倍に相当するとされている。 

B 酒類に含まれる甘味は、酸味には、リンゴ酸、酒石酸、クエン酸、乳酸などがある。リンゴ

酸、酒石酸、クエン酸はボリューム、コク、深みなどを与えるが、乳酸は、スッキリとした爽や

かな印象とテクスチャーにシャープさやキレをもたらす。 

C 塩味は、テクスチャーにキレやシャープさを与える。また、ボリューム、コク、深みを与える

場合もある。 

D 酒類に含まれる甘味は、濃醇さやボリューム感をもたらすとともにテクスチャーに対して、な

めらかさやまろやかさを与える効果がある。 

 

  



3 

 

【例題】サービスの基本に関する問題。次の各設問に答えなさい。 

 

「サービスの心構え」に関する以下の記述について、以下の記述の㋐～㋒の空欄に当てはまる最も

適切な語句の組み合わせを解答群より1つ選びなさい。 

 

＊＊＊ 

「適切・的確なサービス」の実現のためには、（㋐）を高めることやサービス技術の基本をしっか

りと理解し実行していくことである。いくら豊富な知識を生かした提案であっても、（㋐）が低け

ればお客様に受け入れられることはない。また、心がこもっていなければ、どんなに（㋑）に長け

ていても、お客様の支持を得ることは無い。（㋐）を高めるには、何より（㋒）ことである。 

 

A ㋐清潔感 ㋑サービス技術 ㋒企画・提案力を高める 

B ㋐好感度 ㋑サービス技術 ㋒コミュニケーション力を高める 

C ㋐清潔感 ㋑テイスティング能力 ㋒コミュニケーション力を高める 

D ㋐好感度 ㋑テイスティング能力 ㋒企画・提案力を高める" 

 

 

【例題】セールスプロモーションに関する問題。次の各設問に答えなさい。 

 

「具体的なセールスプロモーションの考案」に関する以下の記述について、以下の記述の㋐～㋒の

空欄に当てはまる最も適切な語句の組み合わせを解答群より1つ選びなさい。 

 

＊＊＊ 

季節別セールスプロモーションを考案する際は、例えば、ワインのボジョレー・ヌーヴォーやチー

ズの（㋐）などのような、（㋑）を取り入れることが重要となる。また、タイミングを逃さないよ

う準備など行う必要がある。また、季節や気候による気分、体調の変化で体が自然と欲するものを

取り入れた（㋒）を満たす提案も切り口の1つとなる。 

 

A ㋐モン・ドール ㋑季節限定商品 ㋒生理的欲求 

B ㋐モン・ドール ㋑限定流通商品 ㋒自己実現欲求 

C ㋐ロックフォール ㋑限定流通商品 ㋒生理的欲求 

D ㋐ロックフォール ㋑季節限定商品 ㋒自己実現欲求" 
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(２)唎酒師に必要な能力／日本酒の基礎知識／サービス・セールスプロモーション 

 

【例題】「唎酒師に求められる能力」に関する以下の記述について、適切でないものを解答群より1つ選

びなさい。 

 

A 「唎酒師」の能力とは、「日本酒のセールスプロモーションにおける戦略・戦術の企画立案、実施」に

資する能力に尽きる。 

B セールスプロモーションの企画立案、実施は消費者視点をもって行う必要がある。 

C 唎酒師としてさまざまな知識が必要であるが、最も重要な知識は製法に関する知識である。 

D 商品特性にはセールスポイント（魅力）となる点と、留意すべき点があり、常に意識しておく必要が

ある。 

 

 

【例題】「米」に関する以下の記述について、適切でないものを解答群より1つ選びなさい。 

 

A 米のデンプン成分の違いにより粳米と餅米にわけられる。 

B 餅米のデンプン成分のほとんどは粘る性質のアミロペクチンで構成されている 

C 粳米と餅米のうち、日本酒造りに使用されるのは粳米である。 

D 粳米は日本で流通されているわずか20％程度で希少性のある種類である。 

 

【例題】「水」に関して、以下の記述の㋐～㋒の空欄に当てはまる最も適切な語句の組み合わせを解答群

より1つ選びなさい。 

 

＊＊＊ 

硬水を使用するか、軟水を使用するかで、味わいへの影響が異なる。硬水を使用した場合は、酵母の栄養

源となるミネラルが（㋐）、アルコール発酵が活発となり高いアルコール度数を得られやすく、（㋑）の

テイストになりやすい。さらにテクスチャーに硬さなどをもたらすため、（㋒）に感じる。 

 

A ㋐多く ㋑辛口 ㋒濃醇 

B ㋐少なく ㋑辛口 ㋒軽快 

C ㋐少なく ㋑甘口 ㋒濃醇 

D ㋐多く ㋑甘口 ㋒軽快 

 

【例題】「原料処理」に関して、以下の記述の㋐～㋒の空欄に当てはまる最も適切な語句の組み合わせを

解答群より1つ選びなさい。 

 

＊＊＊ 

日本酒造りにおいては、（㋐）をコントロールするため、飯用のように炊かず、蒸すという方法がとられ

る。蒸気で加熱することによって麹菌の生成する酵素の作用を受けやすくすること、すなわち米を（㋑）

ことが目的である。なお、蒸米は（㋒）な状態がよいとされる。 

 

A ㋐水分量 ㋑溶けやすくする ㋒外硬内軟 

B ㋐糖質量 ㋑溶けにくくする ㋒外硬内軟 

C ㋐糖質量 ㋑溶けやすくする ㋒内硬外軟 

D ㋐水分量 ㋑溶けにくくする ㋒内硬外軟 
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【例題】「関連法規と定義・製法品質表示基準」に関して、以下の記述の㋐～㋒の空欄に当てはまる最も

適切な語句の組み合わせを解答群より1つ選びなさい。 

 

＊＊＊ 

「特定名称酒」名を記載するにあたっては、使用原料と（㋐）の条件が規定されているほか、「麹米の使

用割合が（㋑）％以上であること」や、「農産物検査法で（㋒）等以上の米を使用すること」なども定

められている。 

 

A ㋐精米歩合 ㋑12 ㋒１ 

B ㋐製造時期 ㋑15 ㋒１ 

C ㋐製造時期 ㋑12 ㋒３ 

D ㋐精米歩合 ㋑15 ㋒３ 

 

 

 

【例題】「兵庫県灘地方が江戸時代に日本最大の生産地になった背景」に関する以下の記述について、適

切でないものを解答群より1つ選びなさい。 

 

A 日本酒造りにふさわしい「宮水」を擁したこと。 

B 大きな港を要し、敏速に大量に江戸に運べたこと。 

C 優秀な杜氏集団の故郷であったこと。 

D 江戸好みの濃醇な酒が造れたこと。 

 

 

【例題】「日本酒の香味特性別分類（４タイプ）」に関する以下の記述について、適切でないものを解答

群より1つ選びなさい。 

 

A 「淡麗辛口」をコンセプトとする地域では、特定名称酒を問わず、ほとんどが「爽酒」に該当すること

もある。 

B 醇酒は、古臭いというイメージからメディアや消費者からの注目度が年々薄らいでいる。 

C 薫酒は、日本酒をワイングラスで飲むようになったり、フレンチやイタリアンと組み合わせたりと日

本酒の飲用シーンを多様化させた。 

D 日本酒のほとんどが無色透明に近い外観の中、熟酒は黄色、茶色といった外観を持つことが大きな特

徴となる。 

 

 

【例題】「消費者層別のセールスプロモーション」に関する以下の記述について、適切でないものを解答

群より1つ選びなさい。 

 

A 日本酒の愛好家層への訴求としては、POPやメニューに、品種名、精米歩合といったスペックを詳し

く記載した提案などが有効と考えられる。 

B 日本酒の愛好家層への訴求としては、POPやメニューに、品種名、精米歩合といったスペックを詳し

く記載した提案などが有効と考えられる。 

C グルメ・トレンド重視層に位置付けられるインバウンドゲストに対しては「日本ならではの飲用体験

や特別な経験」ができるような提案が有効と考えられる。 

D ビギナー層への訴求としては、「生酛」「無濾過生原酒」といった専門性の高い商品の提案が有効と考

えられる。 
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(３)日本酒のテイスティング 

 

【例題】課題酒A、Bの「品質の評価」「個性の抽出」「香味特性別分類（4タイプ）」に関するコメ

ントを作成せよ。 
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(４)日本酒のセールスプロモーション 

 

【例題】以下の消費者層に対する施策例を挙げ、説明せよ。 

 (1) 愛好家層 

 (2) グルメ・トレンド重視層 

 (3) ビギナー層 

 

【例題】季節ごとの日本酒のセールスプロモーションを考案せよ。 

 

【例題】日本酒と日本料理のセールスプロモーションの要点を5つ挙げ、それぞれ説明せよ。 

 

【例題】フランス料理と日本酒の有効な組み合わせ例を挙げ、説明せよ。 

 

【例題】香味特性別分類（4タイプ）別のセールスプロモーションとして、「適した提供方法」（適 

した飲用温度例、適した酒器例、相性のよい料理例）」を説明せよ。 


